


























































































































































































手段への需要は， Ic+ I Cであるから，両者が均衡する条件は， I( c+v+m) = I c+ 
I cより， I (v十m)=II Cが導かれる。 同様にして，消費手段部門についても，
消費手段の供給はI(c+v+m），他方消費手段への需要は I(v+m) + I(v+m）である
から，両者が均衡する条件は， I( c+v+m) = I (v+m) + I (v+m）より，やはり Ic 
= I (v+m）が導かれる。 ただし，今度は左辺（供給側）と右辺（需要側）が入れ替
わっていることに注意する必要がある。






































































































論叢』第 14巻第 l号， 1963年所収。のち同著『世界経済基軸と周辺」東京大学出版会，
1973年所収， 39頁〕）。
注28）馬渡，！インフレーシヨン理論要綱」（『金融経済』 184号， 1980年 10月），特に 70頁
以降を参照。
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